


V incemesの森の中の研究所

Co llさge de France。 手前はclaude Bernard

ならびにその解析。

(2)鳥類胚にかける性分化の研究 ,お よび実験的性

転換と問性の創出。

0)器官培養法の完成。

動物器官を生体外で培養する ,Wolff e t IIaf―

fen法 とよばれるこの方法は ,今 日世界各地で

利用され ,実 り豊かな結果を生んでいます。

Wolff教授自身の研究もその多くはこの技法によ

っています。(前出「発生のしくみ」参照)。

14)脊雅動物及び無脊椎動物の in vitroに おけ綱

生の研究。

15)形形 成における誘導の問題。

(61 動物およびヒト癌の器官培養。

要するにW01ff教授の関心は ,常に ,正常の発生

過程 lrC見 られる諸現象を ,“ 実験的に
｀
,特 1/C“ in

vi trO“ で再現 し,或いは修飾することにょって ,

それら諸現象の根底にある法則に近づこうというこ

とです。最近は ,発生現象の分子的側面にも興味を

示され ,「発生におけるリボ核酸の合成と機能」FC

関する論文集の編者にもなっています。教授の業績

目録を見ますと,1940年から45年までは空白になっ

ていますが ,これは1939年 1/CMaginot線 の砲兵連

隊中尉として動員され,1940年から45年までドイツ

軍捕虜 1/Cな っていた為です。教授は数多くの著書を

著しており,1963年の“Les Chemins de la Viい

がその代表作といえますが ,昨年も,長年の研究所

長々 ,そ して Collふ ge de France所長として管理運

営にあたってこられた経験に基いて ,“ Les Pancr―

ates“ という著書 を公けにされました。教授はこ

の中で ,研究者や研究所の管理者が遭遇する様々な

障害について触れ ,現代フランスrCおける科学行政

のあり方を厳しく批判しています。

このようにWolff教授は実験発生学のみならずフ

ランス生物学界において指導的役割を果 している訳

ですが ,その陰にはWolff夫人の力も大きく働いて

いるようです。夫人は結婚以来=貫 して教授のよき

共同研究者であり,本年79オ lrcな られますが ,末だ

に自ら自衣を着てV incennesの 研究廉 実験をして

いらっしゃる姿は,多 くの人 の々敬意の念を集あて

います。

次に ,Wolff教授のか話やその書かれたものに基

いて ,C011さ ge de Fttnceについて ,い くつかのエ

ピノードを紹介しましょう。

C011さ ge de Franceは ,1530年 ,当 時不毛なスコ

ラ哲学に明け暮れていた S Orb Onne大学から独立崚

新らたな機関を創るようにという,人文学者 Guil―

laume Budさ の進言を容れて,Fran 9oiS一世が ,へ

プライ語 ,ギ リシャ語 ,数学の ,6人からなる王立

教授団を指名したことに始まりました。その後 400

年以上の間に講座の数は増え ,現在では人文科学33

自然科学19と なっていますが ,初期からの性格は今

でも保存されています。即ち,「大学」からは独立

していて ,直接国家元首に属していること,学生が

-10-




